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＜⑧大寧寺
（温泉街から徒歩 15分）

⑥立ち寄り湯
恩湯

お手洗い

長門湯本の紅葉が美しく色づく季節。温泉街では、秋の
そぞろ歩きを楽しんでいただくために、紅葉の階段に
特製の「ごろ寝ベンチ」をご用意。夜も楽しめるお店巡り
とあわせて、秋の夜長をのんびりとお過ごしください。

この秋も長門湯本温泉に、秋の夜長を満喫する「紅葉ごろね
BAR」が帰ってきます。真っ赤に色づく紅葉に囲まれた 88 段の
階段が、この時期だけ「ごろね BAR」に変身！幻想的にライト
アップされる紅葉を思い切って「ごろ寝」しながら仰ぎ見、秋の
温泉街をたっぷりお楽しみください。

新鮮な野菜と鶏肉料理が人気のレストラン。
「黒かしわと 7 種のきのこのあんかけ麺」など
この季節限定のメニューも充実しています。

2021年に生まれた長門湯本温泉発のクラフト
ビール醸造所。金・土曜日にはタップルーム
で注ぎたてのビールを楽しめます。
※営業日時は不定期につき、SNS 等でご確認
ください。instagram> sanrokuroku_beer

※天候等のやむを得ない理由により内容は変更になる場合があります。
最新情報は下記HPまたは SNSアカウントよりご確認ください。
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長門市名物の焼き鳥を温泉街で楽しめる人気店。
新鮮な鶏肉を炭火で丁寧に焼き上げる焼き鳥や
サイドメニューも充実しています。

夜のそぞろ歩きに外せないのが、温泉街
のライトアップ。駐車場から音信川につ
ながる竹林の階段や、ゆずきち坂、温泉街
の橋が日暮れとともに美しく浮かび上が
ります。
※メインのライトアップは日没～午後 9 時まで

600年の歴史を持つ長門湯本温泉の元湯。
浴槽の足元から自然湧出する貴重な源泉で、
冷えた身体がゆっくりと温まります。

秋の温泉街を楽しむなら、外せないのが
曹洞宗の名刹・大寧寺の境内。川沿いに
広がる約200 本のモミジやイチョウが秋
の深まりとともに真っ赤に色付きます。
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ベンチ設置期間：10/28～11/30

open 11:00~22:00 水曜休

open 11:00~14:30, 17:00~22:00 木曜休

open 10:00~22:00 毎月第三火曜休

昭和の香りを残す古民家をモダンにリノベー
ションしたオーセンティックバー。音信川沿
いの絶景と共に最高の一杯を味わえます。
open 18:00~24:00 月曜休

恩湯では、期間中の 18 時～21 時 30 分の時間帯で湯たんぽを
貸し出します。詳しくは恩湯受付にてお尋ねください。
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10/28～11/30 の期間、紅葉の階段を舞台
にしたインスタグラム フォトコンテストも
開催。入賞者には宿泊券や食事券などの賞
品も。詳しくはホームページにて！
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